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１．2020年５月期第３四半期の連結業績（2019年６月１日～2020年２月29日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年５月期第３四半期 5,079 9.9 69 68.3 68 54.0 46 83.4 

2019年５月期第３四半期 4,620 25.1 41 △48.6 44 △43.2 25 △50.9 
 
（注）包括利益 2020年５月期第３四半期 46 百万円 （83.4％）  2019年５月期第３四半期 25 百万円 （△50.9％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年５月期第３四半期 14.71 － 

2019年５月期第３四半期 8.03 8.02 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2020年５月期第３四半期 4,078 1,672 41.0 

2019年５月期 3,236 1,634 50.5 
 
（参考）自己資本 2020年５月期第３四半期 1,672 百万円   2019年５月期 1,634 百万円 
 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2019年５月期 － 0.00 － 2.80 2.80 

2020年５月期 － 0.00 －    

2020年５月期（予想）       3.00 3.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
 
３．2020年５月期の連結業績予想（2019年６月１日～2020年５月31日） 
  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 7,021 12.2 90 41.7 81 22.8 53 29.6 16.78 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －  （社名）－ 、除外  －  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年５月期３Ｑ 3,164,700 株 2019年５月期 3,164,700 株 

②  期末自己株式数 2020年５月期３Ｑ － 株 2019年５月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年５月期３Ｑ 3,164,700 株 2019年５月期３Ｑ 3,161,060 株 

 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。 

 

（四半期決算補足説明資料の入手方法） 

  四半期決算補足説明資料は、ＴＤｎｅｔで同日開示しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。 

 

(1）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（2019年６月１日から2020年２月29日）における当社グループを取り巻く事業環境

においては、2019年６月に政府により決定された「女性活躍加速のための重点方針2019」に基づき、「女性の活

躍のための基盤整備」などに向けた様々な取組が継続されております。また、2022年度末までに女性就業率80％

を目標とする「子育て安心プラン（2017年６月発表）」、2023年度末までに放課後児童クラブに約30万人の受け

皿整備を目標とする「新・放課後子ども総合プラン（2018年９月発表）」に基づき、待機児童解消を目的として

保育施設および放課後施設増設等の取組が求められております。2019年10月には「幼児教育・保育無償化」が開

始され、保育サービスに対する需要は今後も増加するものと見込んでおります。また、国内における人材不足感

は依然として強く、企業からの人材需要は活発な状況となっております。 

このような状況の中、当社グループは、働きながら育児と両立できる環境をより多くの方に提供できるよう雇

用の創出に取組んでまいりました。また、放課後・保育両事業の施設数拡大に対応する運営体制の強化を継続し

ております。売上高は保育園の新規開設に伴う園児数ならびに利用園児数増加により増加いたしました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は5,079,223千円（前年同期比9.9％増）、営業利益は69,698千

円（同68.3％増）、経常利益は68,036千円（同54.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は46,549千円（同

83.4％増）となりました。 

 

 セグメントごとの経営成績の概要は、次のとおりであります。

①就労支援事業

 就労支援事業につきましては、国内における人手不足感を背景に人材の確保が課題となる中、様々な業種の企業

から人材需要が寄せられました。

 このような状況の中、「仕事と家庭の両立応援企業」として当社グループが展開している就労支援事業は、前年

の一時的な需要増の反動による減少があるものの、既存請負事業における業務領域拡大、契約単価見直し、新規顧

客開拓により売上高は微減となりました。一方、利益面においては、引続き業務請負先の生産性向上に取り組み、

原価改善を図りました。

 以上の結果、就労支援事業の売上高は1,670,645千円（前年同期比0.3％減）、セグメント利益47,824千円（同

14.4％増）となりました。 

 

②放課後事業

 放課後事業につきましては、2019年５月１日時点の放課後児童クラブ（学童保育）の待機児童数は18,261人で前 

年比982人の増加、利用登録する児童の数は129万人（前年比6万4千人増加）と過去最高を更新し、引続き放課後施 

設の需要増が見込まれます。 

 このような状況の中、当第３四半期連結累計期間における当社グループが運営する放課後施設は、2020年2月現

在、公立（地方自治体からの委託）116施設、私立小学校アフタースクール10施設、民間２施設となり、128施設と

なりました。運営施設における当第２四半期累計期間からの変化はございませんが、事業特性として第４四半期に

新規開設が集中いたします。2020年４月からの新規開設に向けた準備を進めてまいります。利益面においては、労

務費とPC入れ替えによるコストが増加し減益となりました。

 以上の結果、放課後事業の売上高は1,609,998千円（前年同期比1.5％増）、セグメント利益6,992千円（同85.2％

減）となりました。 

 

③保育事業

 保育事業につきましては、2019年4月1日時点の待機児童数は16,772人で前年比3,123人の減少となっているもの

の、保育所等を利用する児童の数は268万人（前年比6万5千人増加）と、保育に対する需要は引続き高い状況にあり

ます。また、2019年10月より幼児教育・保育の無償化が開始され、保育園を利用する3歳から5歳のすべての子ども

達の利用料が無料となり、今後も保育園利用の需要が増えていくことが見込まれます。 

  このような状況の中、当社グループが運営する保育施設は、2020年2月末現在、認可保育園16施設、小規模認可保

育園9施設、企業主導型保育園３施設、地域子育て支援拠点等２施設となり、計30施設となりました。運営施設にお

ける当第２四半期累計期間からの変化はございませんが、事業特性として第４四半期に新規開設が集中いたしま

す。2020年４月からの新規開設に向けた準備を進めてまいります。売上面においては、既存園の園児数が順調に増

えていることにより増収となりました。利益面においても、求人効率を高め採用費を大幅に抑制することにより増

益となりました。 

 以上の結果、保育事業の売上高は1,798,579千円（前年同期比32.3％増）、セグメント利益98,032千円（同

195.7％増）となりました。
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（2）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて841,507千円増加し4,078,400千円とな

りました。その主な要因は、有形固定資産が627,896千円、未収入金が170,747千円、前払費用が34,225千円、建設

協力金が26,289千円それぞれ増加したことによるものです。

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて803,819千円増加し2,405,822千円とな

りました。その主な要因は、短期借入金が550,720千円、設備投資未払金が163,252千円、預り金が26,938千円、長

期借入金が23,158千円、未払消費税等が21,579千円、資産除去債務が17,024千円それぞれ増加したことによるもの

です。

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて37,687千円増加し1,672,577千円と

なりました。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加46,549千円と配

当金の支払による利益剰余金の減少8,861千円によるものであります。

 

(3）連結業績予想などの将来予想情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、2019年７月12日に「2019年５月期 決算短信」で公表いたしました2020年５月期

業績予想数値から変更はありません。 

  新型コロナウイルスの感染拡大に伴う当社グループ事業への影響について、現時点の各セグメントにおける状況

は下記のとおりですが、業績における特段の影響は認められておりません。 

・就労支援事業につきましては、一部派遣先において時間短縮要請が出ております。一方で2020年４月１日から同

一労働同一賃金の施行により収益が改善する部分も見込んでおり、現時点で業績における特段の影響はございませ

んが、今後の先行きは不透明な状況です。 

・放課後事業につきましては、小学校休校による学童施設の一部休館、同じく小学校休校による学童施設の運営時

間延長等の影響がございます。 

・保育事業につきましては、政府の「緊急事態宣言」発令後、自治体要請により一部の保育園にて休園が発生して

おります。 

 今後の影響につきましては、情報収集に努めておりますが、政府の「緊急事態宣言」の発令を受けて不確実な要

素が多く存在することから、期初予想を据え置くことといたします。今後の事業動向を踏まえ、業績予想の修正が

必要となった場合には、速やかに開示いたします。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2019年５月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2020年２月29日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,261,081 1,280,657 

売掛金 498,189 447,401 

前払費用 44,011 78,237 

未収入金 6,802 177,549 

その他 8,848 7,586 

貸倒引当金 △430 △265 

流動資産合計 1,818,503 1,991,166 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 760,249 787,486 

工具、器具及び備品（純額） 26,912 25,214 

土地 161,735 161,735 

建設仮勘定 82,030 684,388 

有形固定資産合計 1,030,927 1,658,824 

無形固定資産    

施設利用権 10,033 12,461 

ソフトウエア 24,824 20,431 

リース資産 15,803 12,771 

その他 1,382 1,289 

無形固定資産合計 52,045 46,954 

投資その他の資産    

出資金 10 10 

差入保証金 131,806 140,008 

長期前払費用 9,036 17,130 

繰延税金資産 19,112 21,201 

保険積立金 31,573 32,952 

建設協力金 109,496 135,785 

その他 29,750 31,714 

投資その他の資産合計 330,786 378,802 

固定資産合計 1,413,759 2,084,580 

繰延資産    

株式交付費 4,629 2,653 

繰延資産合計 4,629 2,653 

資産合計 3,236,892 4,078,400 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2019年５月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(2020年２月29日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 5,083 5,229 

短期借入金 － 550,720 

1年内返済予定の長期借入金 46,332 49,884 

リース債務 12,122 12,122 

未払金 72,968 72,936 

設備投資未払金 495 163,748 

未払費用 491,675 432,156 

未払法人税等 16,329 7,638 

未払消費税等 86,566 108,145 

前受金 103,722 99,748 

預り金 91,397 118,335 

賞与引当金 － 78,756 

流動負債合計 926,693 1,699,422 

固定負債    

長期借入金 510,554 533,712 

リース債務 27,254 18,162 

資産除去債務 137,500 154,525 

固定負債合計 675,309 706,399 

負債合計 1,602,002 2,405,822 

純資産の部    

株主資本    

資本金 693,263 693,263 

資本剰余金 671,433 671,433 

利益剰余金 270,193 307,881 

株主資本合計 1,634,889 1,672,577 

純資産合計 1,634,889 1,672,577 

負債純資産合計 3,236,892 4,078,400 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年６月１日 
 至 2019年２月28日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年６月１日 

 至 2020年２月29日) 

売上高 4,620,372 5,079,223 

売上原価 3,815,654 4,190,822 

売上総利益 804,718 888,400 

販売費及び一般管理費 763,313 818,702 

営業利益 41,405 69,698 

営業外収益    

受取利息 17 14 

助成金収入 6,494 2,716 

補助金収入 1,372 1,564 

雑収入 2,690 1,778 

営業外収益合計 10,573 6,074 

営業外費用    

支払利息 5,158 4,858 

株式交付費償却 1,975 1,975 

雑損失 671 901 

営業外費用合計 7,806 7,736 

経常利益 44,172 68,036 

特別利益    

補助金収入 256,824 181,690 

特別利益合計 256,824 181,690 

特別損失    

固定資産圧縮損 256,824 181,690 

特別損失合計 256,824 181,690 

税金等調整前四半期純利益 44,172 68,036 

法人税、住民税及び事業税 17,343 23,575 

法人税等調整額 1,444 △2,088 

法人税等合計 18,788 21,487 

四半期純利益 25,384 46,549 

親会社株主に帰属する四半期純利益 25,384 46,549 

 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年６月１日 
 至 2019年２月28日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年６月１日 

 至 2020年２月29日) 

四半期純利益 25,384 46,549 

四半期包括利益 25,384 46,549 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 25,384 46,549 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当該事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当該事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年６月１日 至 2019年２月28日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  就労支援事業 放課後事業 保育事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 1,674,894 1,586,009 1,359,469 4,620,372 － 4,620,372 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － － 

計 1,674,894 1,586,009 1,359,469 4,620,372 － 4,620,372 

セグメント利益 41,813 47,280 33,151 122,245 △80,840 41,405 

（注）１．セグメント利益の調整額△80,840千円は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年６月１日 至 2020年２月29日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  就労支援事業 放課後事業 保育事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 1,670,645 1,609,998 1,798,579 5,079,223 － 5,079,223 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － － 

計 1,670,645 1,609,998 1,798,579 5,079,223 － 5,079,223 

セグメント利益 47,824 6,992 98,032 152,849 △83,151 69,698 

（注）１．セグメント利益の調整額△83,151千円は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 
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